	印刷業


　受注は、東日本大震災以降、減少に転じ、平成24年春以降下げ止まったが、総じて低水準の状況が続いているとみられる。年末の需要期も盛り上がりに欠けている。印刷需要が減少する中、受注競争は激しく、受注単価は下落が続いている。このため、収益は大幅に悪化している。各業者は、高品質の印刷物製作に徹したり、印刷物のデザインや企画段階から受注するなどで対応している。

　今後の見通しは、受注は競争激化や需要減少などから、弱含みから横ばいで推移し、収益も厳しい状況が続くとみられる。
　業界の概要

　印刷需要は極めて幅が広いうえに、受注はユーザーの指定事項に従って行うなど、印刷業は典型的な受注産業である。ユーザーごとに原稿の校正や期日に合わせた配送など、きめ細かなサービス提供の必要があることから、中小印刷業者の割合が高い。従業者規模別の事業所割合をみると、従業者300人未満の中小企業が全体の99.5％、そのうち20人未満の小規模事業所が85.3％を占めている（経済産業省『平成22年工業統計表(産業編)』）。

　中小業者の中には営業部門が手薄なことから、ユーザーから直接受注するのではなく、同業者の下請け（仲間仕事）がかなりのウエイトを占めるケースもみられる。

　用途別の印刷割合をみると、22年現在で商業印刷（カタログ、ちらしなどの宣伝印刷物、社内外連絡・案内文書などの業務用印刷など）が44.0％と最も高く、次いで、包装印刷（食品、薬品などのパッケージの印刷）13.1％、出版印刷（雑誌、新聞、書籍など）12.5％、事務用印刷（事務用帳票、伝票、ビジネスフォームなど）10.6％などとなっている（全日本印刷工業組合連合会調べ）。
大阪の地位

  大阪府内の印刷業をみると、事業所数1,179、従業者数23,804人、製造品出荷額等3,717億円で、全国に占める割合はそれぞれ10.8％、9.6％、6.9％（大阪府統計課『平成22年大阪の工業』、経済産業省『平成22年工業統計表(産業編)』）で、東京に次ぐ地位となっている。大阪の特徴は、商業印刷の比重が高いことで、出版印刷が東京に集中しているのとは対照的である。
　印刷の生産工程
　印刷物の一般的な生産工程は、企画→原稿→製版→印刷→仕上げ（製本）となっている。このうち印刷業者は通常、製版以降の工程を手掛けるが、工程ごとに特化した専門業者も多数存在するため、工程の一部もしくは全部を外注する場合も少なくない。ただ、中規模以上の業者では製版を自社で手掛けるケースが大半である。また、大手は複数用途の印刷を手掛けているのに対し、中小業者ではちらし、カタログといった特定分野の印刷に特化しているケースが多い。
  受注は低水準

受注動向をみると、20年秋のリーマンショック後に、受注先が広告関連費の削減を進めたことから、印刷需要が大幅に縮小した。

　受注は22年年末以降に、前年同月比でほぼ横ばいとなり、下げ止まったとみられたが、東日本大震災以降再び減少に転じ、24年春以降ようやく落ち着いた動きとなった。しかし、国内の景気低迷や内需縮小傾向を反映して総じて低水準の状況が続いており、年末の需要期も盛上がりに欠けている。総選挙関連の需要は、一部でみられたものの、全体に波及するまでには至らなかった。また、大手家電メーカーのリストラの影響で、受注が大幅に減少した企業もみられる。
　受注動向を用途別にみると、スマートフォンの普及で、電気製品の仕様はＷＥＢサイト上での閲覧が増加している。また、通信販売についても、重いカタログよりネット上の電子カタログでの商品選択が増加しており、カタログ類の需要が徐々に減少している。

　25年のカレンダーやお歳暮カタログは、東日本大震災に伴う自粛ムードの反動から増加すると期待されていたが、24年11月下旬段階では伸び悩んでいた。12月中旬以降徐々に増加し、23年対比では増加しているものの、例年の水準に比べると、満足できる水準には至っていないとする企業が多い。
　印刷需要の大きな割合を占めるちらしをみると、消費税増税前の駆け込み需要を狙った不動産関連が大きく増加しているほか、化粧品・健康食品通販向け、秋の観光シーズンに向けた旅行向け、塾・予備校向け、食品スーパー、コンビニ向けなど、ちらし類は他の印刷物と比べると、総じて受注件数が好調である。ただ、エステサロンなど一部の女性向け個人サービスに関しては、ネット広告にシフトしているとみられ、減少している。また、チラシのサイズが以前より小さくなり、単色チラシも増加し、1回あたりの受注枚数も減少するなど、受注単価は低下しており、受注金額は横ばい程度で推移している。

　このため、多くの中堅・中小業者では、年末の需要期を迎えていたにもかかわらず、盛り上がりに欠ける状況となった。また、小口受注が増加しており、一件あたりの受注金額は減少している。

　一方、一部で高精度印刷など、印刷技術が要求される分野は好調である。ある企業は、従来の印刷・インキでは再現の難しかった、色彩の鮮明性、光沢度、質感などを実現し、精度が要求される自動車メーカーのプロモーション用カレンダーの受注につなげた。このように、高度な技術を保持する企業は安定した受注を確保しているものの、多くの企業では厳しい受注状況となっている。
　収益は悪化

　印刷業界は装置産業とされ印刷機は高価で、固定費をカバーするため機械の稼働率を高めに維持することが必要である。一方、印刷需要は減少が続き、業界全体の生産能力は需要を上回っている。このため、受注獲得競争の激化と受注単価の下落が続いており、中小･零細業者の多くは収益が大幅に悪化している。
設備投資については、一部の中堅企業は高品質・高性能印刷機を導入しているが、その場合でも、高性能印刷機の導入に並行して、生産性が劣る印刷機を複数台廃棄する例がみられる。これに伴って、オペレーションを担当する従業員を削減するケースが出ている。
健康障害防止対策を強化

印刷作業に起因する胆管がん発症問題は、従業員や多くの関係者に衝撃をもたらした。この胆管がん発症は有機溶剤中毒によるもので、その取扱いに問題があったためとされている。

　業界団体では、労働衛生関連法令遵守の徹底と、オフセット印刷で洗浄等に使用される有機溶剤から毒性の低い洗浄剤等への切替えを盛り込んだ「健康障害防止対策基本方針」を策定した。また、職場の安全性をさらに高めるため、作業環境の改善、化学物質による健康障害防止策を企業が全力を尽くすよう求めている。

　中小業者の中には、認識が不十分な企業もあるため、業界団体では、印刷事業者の対策方法を周知させるパンフレットを24年９月中に約２万部発行し、業界全体の意識の喚起に努めている。

　印刷通販が大きく増加

低迷する印刷業界にあって、市場規模が拡大しているのが、印刷通販とよばれる分野である。これは、インターネット上でオフセット印刷に使用できるデータを顧客に送信してもらい、それを印刷して納品するネットサービスである。このサービスは12年頃から宅配便を用いて始まったとされる。この10年間で印刷発注ユーザーにＤＴＰ（卓上出版）が普及したため、印刷データはほぼデジタル化され、さらに、インターネットの普及に伴いオンライン入稿が可能となったことが普及の一因である。一般の印刷会社に発注するよりも安い金額に抑えられることもあって、利用者が徐々に増加しており、市場規模は500億円に達したといわれている。営業地域にとらわれず、全国からの受注で受注量を確保することによって、印刷前工程コストが大幅に下がり、従来の印刷方法より低価格で印刷物を納品できることが最大の特徴である。
　現在、この分野に参入を検討している企業は多いとみられ、今後、印刷通販企業は増加することが見込まれる。ただ、受注を一定量確保しないと、印刷通販のメリットである低価格で提供できない。また、顧客は価格を重視するものの、印刷の質は重視しない傾向が強く、他社との違いをどうアピールするかが課題となっている。
　このため、参入当初は、自社サイトを認知してもらい顧客を確保するため、思い切った安値でサービスを提供する企業が出てきており、採算の確保に苦慮するケースが出ている。
　印刷周辺サービス強化によって需要開拓

　印刷需要の縮小が続く中で、受注増加に向けて、印刷周辺サービスを強化していきたいとする企業は多い。さらに、顧客側の製版技術も向上しており、このままでは、顧客から提出されたデータを単に印刷するだけに陥る可能性がますます強くなっている。このため、顧客の企画段階から入り込み、デザインなどの前作業、製作した印刷物の物流、納品後のデータ管理など、受注→印刷→発送までの流れを、ワンストップで請負うサービスを行う企業が出てきた。さらには、より効果的な販促ができるよう、印刷物の効果をデータ分析し、コンサルタント業務を実施する企業もみられる。
　ただ、こうした業務を自社内だけで構築するのは、困難がある。このため、他業種企業と協同することによって、自社ではできない業務を他社に委託し、自社が顧客の窓口となって一元管理する方法をとる企業がみられる。
　その他、ＡＲ（拡張現実）を利用したネット広告や動画配信による広告制作支援に進出した企業も出ている。このように、これら新分野によって新たな印刷需要の開拓を意図する企業が増加している。

　今後の見通し

　業者間の競争激化、インターネット等印刷媒体以外へのシフトによる需要減少などの環境悪化が続き、印刷業の売上げは、横ばいから弱含み程度で推移するとみられ、特に紙媒体の印刷は長期的な減少傾向が続くとみられる。このような状況のもとで、各企業は受注増加に向けて、印刷周辺サービスにますます注力することが予想される。　　　　　　　　（柴田　昌宏）
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